
て
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
他
は

点
字
・
手
話
体
験
を
行
い
、
最

後
に
感
想
文
を
書
い
て
２
日
間

の
教
室
が
終
了
し
ま
し
た
。

感
想
文
の
中
に
は
、
「
障
が

い
が
あ
っ
て
も
、
み
ん
な
ニ
コ

ニ
コ
し
て
て
元
気
。
自
分
も
う

夏
休
み
に
毎
年
開
催
し
て
い

れ
し
く
な
っ
て
元
気
を
も
ら
っ

る
「
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教

た
」
「
点
字
・
手
話
で
自
分
の

室
」
を
、
今
年
も
７
月

日
～

名
前
を
で
き
て
、
覚
え
る
こ
と

30

日
の
２
日
間
行
い
ま
し
た
。

が
で
き
た
」
「
ま
た
身
近
で
出

31
教
室
に
は
、
市
内
の
小
学
校

来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
っ
た

か
ら
６
年
生

名
が
参
加
。

ら
い
笑
顔
で
手
を
振
り
帰
っ
て

ら
進
ん
で
参
加
し
た
い
」
な
ど

34

内
容
は
、
１
日
目
の
最
初
に

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
交
流
し

そ
れ
ぞ
れ
に
色
々
な
気
づ
き
が

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
だ
ろ

た
方
々
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

あ
り
、
学
び
が
あ
る
２
日
間
だ

う
？
」
と
題
し
て
の
講
話
で
、

て
、
元
市
社
協
事
務
局
長
の
江

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
基

川
照
男
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と

他
の
小
学
校
の
友
だ
ち
も
で
き

本
的
な
こ
と
や
種
類
を
学
び
ま

万
華
鏡
を
作
り
１
日
目
の
教
室

て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
と
話
し

し
た
。
そ
の
後
、
４
つ
の
グ
ル

を
終
了
し
ま
し
た
。

て
く
れ
ま
し
た
。

ー
プ
に
分
か
れ
て
「
秩
父
が
浦

２
日
目
は
、
ま
ず
ア
イ
マ
ス

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
手

荘
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

ク
体
験
を
済
ま
せ
た
後
、
視
覚

伝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
施

ひ
か
り
」
「
松
光
学
園
」
「
デ

障
が
い
者
の
方
々
と
の
交
流
で

設
、
障
が
い
者
の
方
、
ボ
ラ
ン

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
真
心
」

し
た
。
鈴
入
り
の
風
船
バ
レ
ー

テ
ィ
ア
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り

を
訪
問
し
、
施
設
を
利
用
さ
れ

と
卓
球
、
点
字
ト
ラ
ン
プ
を
し

ま
し
た
。

て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。
施
設

か
ら
の
帰
り
に
は
「
ま
た
遊
び

に
来
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
も

夏
休
み
の
期
間
、
毎
週
月
・
木

８
月

日(

日)

、
夏
休
み
の

17

曜
日
（
途
中
休
み
あ
り
）
に
子
ど

思
い
出
を
つ
く
り
に
、
毎
年
恒

も
点
字
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

例
の
ひ
と
り
親
家
庭
ハ
イ
キ
ン

受
講
生
５
名
の
中
に
は
、
昨
年

グ
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
２
度
目
と
な
る
受
講
生
も

の
行
き
先
は
、
長
崎
市
に
あ
る

い
て
、
全

回
の
教
室
を
毎
回
熱

長
崎
市
科
学
館
。
親
子

名
が

10

41

心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

参
加
し
ま
し
た
。

教
室
の
中
で
は
、
ア
イ
マ
ス
ク

科
学
館
で
は
、
夏
休
み
期
間

体
験
や
点
字
ト
ラ
ン
プ
の
体
験
、

限
定
の
特
別
展
や
、
プ
ラ
ネ
タ

夏
休
み
の
作
品
と
し
て
点
字
の
絵

リ
ウ
ム
が
催
さ
れ
て
お
り
、
親

本
を
作
り
ま
し
た
。

子
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

「
と
て
も
楽
し
く
点
字
を
習
う

し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
習
い

た
い
。
」
と
意
欲
的
な
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ
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夏休み

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

小
学
６
年
生

名
が
参
加

34

点
字
ト
ラ
ン
プ
初
体
験

参加した子どもたち(前列)とスタッフ(後列)、
後列右から３人目は市社協の伊東会長

子ども点字教室に５名参加
絵本を点字で制作 夏休みの作品に

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

▲
科
学
館
の
前
で
記
念
撮
影



助
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

○
ひ
と
り
親
家
庭
ハ
イ
キ
ン
グ

○
黄
色
い
傘
贈
呈
事
業

小
学
１
年
生
へ
傘
の
贈
呈

○
低
所
得
世
帯
児
童
・
生
徒
助

成
事
業

低
所
得
世
帯
の
小
中
学
生
が

修
学
旅
行
、
社
会
科
見
学
、

香
典
返
し

宿
泊
訓
練
参
加
の
際
の
助
成

吉
田
安
枝

中
町

○
資
金
貸
付
事
業

堀
田
ツ
ギ
ヱ

湯
江
乙

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事

荒
木

修

広
馬
場

業

林
田
光
生

長
崎
市

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
利

髙
木
富
美
子

浦
田
二
丁
目

用
料
の
支
払
等
に
不
安
が
あ

元
島
勝
美

元
船
津
町

る
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

吉
川
和
一
朗

出
の
川
町

よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

髙
尾
禎
子

上
の
原
三
丁
目

森

孝
宣

大
三
東
戊

○
地
区
社
協
活
動
支
援
事
業

坂
本

誠

湯
江
乙

林

正
敏

北
安
徳
町

地
区
社
協
活
動
へ
の
助
成
と

西
本
カ
ズ
子

大
三
東
戊

吉
田
泰
彦

亀
の
甲
町

活
動
の
お
手
伝
い

山
口
忠
志

愛
知
県
豊
橋
市

古
瀬
範
之

古
丁

○
心
配
ご
と
相
談
事
業

木
田
ほ
づ
み

今
川
町

松
本
純
一

下
新
丁

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

新
屋
恵
子

秩
父
が
浦
町

宮
本
修
良

湯
江
丁

個
人
、
グ
ル
ー
プ
へ
の
活
動

松
尾
旬
條

浦
田
二
丁
目

川
内
ス
ズ
子

大
三
東
戊

支
援
と
、
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ

早
﨑
章
治
郞

西
町

松
本

透

湯
江
甲

ィ
ア
教
室
や
講
習
会
の
開
催

稲
田
智
也

湯
江
乙

塩
田
雅
芳

蛭
子
町
一
丁
目

○
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理

松
本
平
治

山
梨
県
上
野
原
市

松
本
喜
代
志

浦
田
二
丁
目

運
営
事
業

柴
藤
寿
恵
子

新
湊
二
丁
目

大
曲
敏
範

蛭
子
町
二
丁
目

○
島
原
市
有
明
福
祉
セ
ン
タ
ー

元
田
岩
太
郎

浦
田
一
丁
目

杉
田
兵
衛

寺
中
町

指
定
管
理
事
業

松
田
久
隆

大
三
東
甲

松
浦
方
子

城
内
三
丁
目

○
介
護
事
業

田
﨑
周
彦

青
葉
町

山
本
信
義

新
田
町

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
、
デ

○
広
報
活
動

本
多
一
夫

元
船
津
町

松
田
年
市

青
葉
町

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
真
心
で
は
、
９
月
９
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

早
﨑
義
仁

大
手
原
町

下
岸

正

江
里
町

(

火)

、
敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

法
人(

団
体)

を
随
時
募
集
し
て

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

上
田
フ
サ
ヱ

新
湊
二
丁
目

馬
渡
重
信

大
三
東
甲

利
用
者

名
が
参
加
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
今

は
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
き
が

お
り
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
６
３-

３
８
５
５

野
村
義
之

桜
門
町

太
田
倫
生

秩
父
が
浦
町

56

年
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
１
名
と
、
米
寿

い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

な
お
、
本
会
で
は
主
に
次
の

出
田
實
俊

亀
の
甲
町

大
場
祥
一
郎

船
泊
町

を
迎
え
ら
れ
る
方
４
名
が
、
長
寿
の
お
祝
い
を

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

よ
う
な
福
祉
事
業
を
展
開
し
て

辻
野
政
美

柿
の
木
町

元
島
昇
一

白
山
町

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

お
り
ま
す
。

田
上
秀
雄

稗
田
町

松
田
金
寿

杉
山
町

祝
賀
会
で
は
、
有
明
文
化
協
会
・
ボ
ラ
ン
テ

ア
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
等
の

○
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
住
宅

大
場
シ
ゲ
子

北
安
徳
町

池
田
正
克

新
山
四
丁
目

ィ
ア
団
体
・
心
香
保
育
園
の
園
児
さ
ん
が
歌
や

関
係
者
、
企
業
の
皆
様
、
行
政

安
全
点
検
活
動

廣
瀬
静
江

湊
町

中
村
髙
子

洗
切
町

踊
り
を
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
終
始
に
ぎ
や
か

機
関
等
と
一
体
と
な
り
地
域
福

水
道
・
電
気
・
ガ
ス
器
具
の

有
馬
恵
美
子

仁
田
町

本
多
ツ
ギ
子

大
三
東
甲

な
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

祉
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
会

点
検
活
動

片
岡
由
臣

北
原
町

安
野
芳
友

大
三
東
甲

参
加
し
た
利
用
者
さ
ん
か
ら
は
、
「
と
て
も

の
事
業
に
多
く
の
方
々
の
ご
理

○
福
祉
協
力
校
指
定
事
業

菅

頼
子

大
三
東
戊

楽
し
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
笑
っ
て
元
気
を
も
ら

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く

指
定
校
へ
活
動
費
の
助
成

田
中
陽
子

南
崩
山
町

一
円
玉
寄
付

っ
た
。
ま
た
長
生
き
が
出
来
る
！
」
と
喜
び
の

『
社
協
会
員
』
と
し
て
ご
支
援

○
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

入
江
保
子

上
の
原
三
丁
目

匿
名

下
新
丁

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
個
人
・

視
覚
障
が
い
者
へ
の
歩
行
介

石
本
丹
瑩

柿
の
木
町

佐
藤
利
昭

湯
江
丙

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成

年
６
月

日
～
９
月

日

26

20

17

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

2014年10月 し ま ば ら 社 協 だ よ り 第38号

今年も皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。
運動期間 10月1日～12月31日

た
く
さ
ん
笑
っ
て
元
気
を
も
ら
っ
た
。

デイサービスセンター真心敬老祝賀会

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
員
の
募
集
に
つ
い
て

社協会員会費（年額１口）

・一般会員 ２００円

・賛助会員 ５００円

・団体会員 ３，０００円

・特別会員 ５，０００円


